
子猫を 
拾ったら 
飼い始めたら

猫が食べると危険なもの

猫を飼うときに 
必要なもの・あったらいいもの

猫のだいたいの年齢

６ヶ月齢 
永久歯になる頃です。 

去勢・避妊手術が可能な時期です。 
歯の生え替わりがムズ痒くて口を気

にする子もいます。

21~28日齢 
乳歯が生えそろう頃です。 

この時期までには哺乳瓶をやめて
フードに変えましょう。 
最初はミルクと混ぜたり、缶詰・
パウチでもOKです。 
トイレもこの辺から置いておいて
いいでしょう。

10日齢 
目が開く頃です。 

クリッとした目が可愛い頃で
す。

～３日齢 
まだへその緒がついている 

頃です。

2ヶ月齢 
初回ワクチンの時期です。 
この頃からお母さんからの免疫の
効果が低下してくる子がいます。

体重の目安はこちら 
フロントラインプラスのページに飛びます

人用のサプリメント 人用の薬
ネギ類

観葉植物
不凍液

中には危険なものがあります。 
例えばαリポ酸は猛毒です 赤血球が壊れて貧血

になってしまいます

エチレングリコールが含まれている
ことが多いです。 

急性腎不全を起こし、死亡します。

大体の観葉植物は避けるべきです。 
特にユリは急性腎不全を起こし、
死亡します。花瓶の水を飲むだけで

もダメです。

特に解熱剤で危険なことで
有名なものがあります。たっ
た１錠で死亡しかねません

＊他にもありますが、よくあるものをあげました。 
詳しくはご相談ください。

トイレ
猫ドーム フード

キャリー
猫じゃらし

ヒーター爪研ぎ
冷えると具合が悪くなります。 
猫ドームやダンボールの下に入
れてあげると良いです。

数カ所多めに（猫の数＋１）
あると理想的です 猫は箱っぽいものに入りたが

ります。隠れる場所を作って
あげてください。

上から出し入れできるキャリー
がオススメです。 

横からだけだと病院での出し入
れに苦労することがあります。

先端は固定のものよりゴ
ム紐などで動くものの方

が喜びます。 
ゴム紐は食べてしまわな
いように遊んだ後は片付

けましょう！

子猫用で総合栄養食と
記載があるものを使い

ましょう。

段ボール製のものを気に入
る子が多いです。



『すぐ』にすること
・暖める

・食欲があるか確認する

カイロ
湯たんぽ

バスタオル 
毛布

その日か次の日にすること

・先住動物と隔離

段ボール

子猫は小さいうちは体温調節が下手
っぴサンです。 
冷えてしまわないように、毛布を着
せてあげたり、湯たんぽで外から温
めてあげたりする必要があります。 
目安は、生まれたてで30~35℃、
目が開いたくらいの子で28~30℃
くらいが良さそうです。 
暑すぎると逆に消耗するので温度計
も利用しましょう。 

小さいうちは肝臓が未発達でエネルギーを備
蓄できている量が少ないです。 
そのため頻回に食事を取る必要があります。 
６ヶ月を過ぎるまでは3~4回は与えた方が良
いです。

＊食べない時はもう赤信号です！！ 
　すぐに病院で対処しましょう！

特に先住動物がノミ・ダニの予防が不
完全、先住猫さんがワクチンが不完全
な場合は注意しましょう。 

ノミ・ダニは仮に接触させなくても先
住動物、新入りさん共に対処した方が
良いでしょう。

先住猫さんの場合には猫エイズ・猫白
血病ウイルスにも注意が必要です。

早めに病院を受診しておきましょう！ 
ワクチン・寄生虫など予防できる病気
の知識を早めに仕入れておきましょ
う！

最初の１週間

検便

お腹の虫を便で調べます。 
ある程度の量があったほうが検出しや
すいです。 
検便の寄生虫検出率はタイミングにも
影響されたり、100%出なかったりす
るので、複数回の検査を行ったり、検
出されなくても駆除薬を使うこともあ
ります。（寄生していないのに投薬し
ても特に害はありません） 

初診の時に体調不良があれば、そちら
の治療を優先します。 
家に来て１０日以内の体調不良であれ
ばパルボウイルスの検査を行います。 

ノミ・ダニの予防薬を使います。 

できるだけ元気な時に使用しますが、
家庭内の蔓延防止や、ノミ寄生によっ
て体調を崩しているような場合にはす
ぐに使用することもあります。 

家庭で、先住猫さんと完全な隔離ができな
い場合は、猫エイズ・猫白血病ウイルス検査
を行います。
感染の有無をより正確に検査するには、新
規の感染の可能性が無くなってから２ヶ月以
上後が理想です。初診時の検査で陰性であっ
ても再検査をお勧めします。

グルーミング 
食器の共有、交配

ケンカ

猫エイズの主な
感染経路

猫白血病の主な
感染経路

お家に慣れてきたら 
２ヶ月齢くらいになったら

ワクチンを接種しましょう。 
8週齢から３～４週おきに接種します。 
16週齢を超えてから最後の接種をしましょう。

だいたい２、３、４ヶ月齢の3回接種すること
になります。

ワクチンで予防できる病気
猫パルボウイルス感染症 
子猫のうちにかかってしまうと死亡率90%と
も言われます。発熱、嘔吐、下痢などの症状
を起こします。ウイルスは消毒に強くアルコ
ールでは効果がありません。 

猫カリシウイルス・猫ヘルペスウイルス感染症 
風邪症状を起こすウイルスです。 
カリシウイルス感染症では重度になると肺炎も起
こします。他のカリシウイルス感染症の特徴的な
症状として口内炎があります。 

そのほかの予防
交通事故ほか 
外には危険がいっぱいです。 
ケンカ、感染症など・・・外には出さないこと
をオススメします。 

猫もフィラリア予防！
猫も犬ほどではないですがフィラリアにかかり
ます。かかると心臓が小さいので一大事になり
ます。症状は咳、嘔吐などです。 
重篤化した時は急死します！ 

避妊・去勢手術 
６ヶ月齢くらいから実施できます。 
女の子は子宮の病気と早期なら乳腺腫瘍も
発生を抑えられるという報告があります。


